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「地域分析」研究会の活動と社会還元
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「研究目的」　現在の「情報社会」の仕組みや諸問題について研究するためには、既存の個別的な専門領域の中でとらえきれない部分が増えてきている。一方で、地域や社会の存在を広域的・国際的な視点からとらえ、その固有性や個性について情報発信する必要性が高くなってきた。そこで、「地域分析」を共通テーマとして、各領域での研究を交流させて、新たな学際領域での研究の可能性を切り拓き、その成果を社会に還元する目的で研究会を設置した。

「地域分析研究会　活動計画」　研究会の中心的な活動は、地域横断的・領域横断的な研究成果の交流と社会還元である。このため、一般研究会(年間3回)および国際研究交流会(年間2回)を開催して研究成果の交流を進めるとともに、地域公開シンポジウムの開催によりその成果を積極的に地域社会に還元していくこととしている。

　具体的なテーマとして、本年度は次のような内容を計画している。

(一般研究会)

　・地域環境問題への新しいアプローチ－地域政策と環境政策の融合の可能性をめぐって

　・歴史が語る地域－岡山の先史時代の植物食

　・言語情報と地域の理解

　(国際交流研究会)

　・データサイエンス－計量経済分析とｅ-ｓｔａｔ－

　・中国の環境政策の現状と課題

　(地域公開シンポジウム)

　・社会調査と社会調査士

　これらの研究会での成果を地域社会(行政・企業・NPO・市民など)が活用することにより、現代の地域社会で生じているさまざまな問題にアプローチできる新しい「地域分析」のあり方・手法について情報発信していくことが期待される。

